
「Neoキャリアアカデミー」が目指し指導する
キャリアコンサルタントの１０箇条

１)  いかなる相談者に対しても、あるがままに受け入れる （あふれる受容性）

２）指導者やアドバイザーではなく、コーチや助言者になる （指導から自助力育成）

３）面談は、相談者にも分かりやすい面談共有形で行う （面談の司会進行役）

４）「受止め」「共感」「より深く理解」３つが信頼の基本 （信頼関係構築が最重要）

５）話を聞き寄り添うだけでなく、相談解決を目標にする （コンサルタントたるべき）

６）学んだキャリア理論や知識は相談者に誇示しない （同じ目線で向き合う）

７）実践を重視し、机上の空論を展開しない （実践の中に真理がある）

８）面談は「基本の形」を習得し、その上に変化や応用 （基本・基礎の徹底）

９）「試験合格」はスタートライン、社会への貢献がゴール （キャリアゴール）

10）自己研鑽を常に実践する （自己研鑽）

（人間的魅力、論理的思考、表現力、共感力、自己理解） ©Neoキャリアアカデミー


